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(注)1 「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

2 大学院の場合は、表題を「00 大学大学院 … 」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には,表題には設置時の旧名称を記載し,その下欄に

( )書きにて,現在の名称を記載してください。

例) ○○大学 △△学部

(□□学部 (平成◇◇年度より変更))
表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例)
・学部の設置の場合 :「00 大学 △△学部」

・学部の学科の設置の場合 :「00 大学 △△学部 □□学科」

・短期大学の学科の設置の場合 :「00 短期大学 △△学科」

・大学院の研究科の設置の場合 :「00 大学大学院 ○○研究科」

・通信教育課程の開設の場合 :「○○大学 △△学部 □□学科 G通信教育課程)」

※「留意事項実施状況報告書」の場合は,表題を修正して<ださい。

3 大学番号の渦については,平成27 年3月30 日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

報告書等の提出につし、て (依頼)」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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「 調査対象大学等の概要等

(1) 設 置 者

学校法人長崎総合科学大学

(2) 大 学 名

長崎総合科学大学

(3) 大学の位置

〒 8 51 一 01 9 3

長崎県長崎市網場町53 6

(注) ・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合,本部の位置を ( )書きで記入してください。
‘対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には,複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して
ください。

(4) 管理運営組織

職 名 設 置 時 変 更 状 況 備 考

理事長
(タテイシ サトル )

立石 暁
(平成24年11月)

変更なし ・

学 長
(キジマ カツロウ)

貴島 勝郎
(平成21年4月)

(キノシタ タケシ)

木下 健
(平成27年4月)

任期満了に伴う選出
(平成27年4月1日)(27)

学部長
(ノセ ミキオ)

野瀬 幹夫
(平成26年4月)

変更なし

学科長等
.

・

(注) ・「変更状況」は,変更があった場合に記入し,併せて「備考」に変更の理由と変更年月日,報告年度を

( ) 書きで記入してください。

(例)平成 2 5年度に報告済の内容 → (25)
平成 27 年度に報告する内容 → (27)

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば, 「変更状況」に赤字にて記載 (昨年度までに報告
された記載があれば,そこに赤字で見え消し修正)するとともに,上記と同様に, 「備考」に変更理由等を

記入してください。
・大学院の場合には, 「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。



(5) 調査対象学部等の名称,定員,入学者の状況等

(注) ・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等,定員を定めている組織ごとに記入してください (
区分ごとではありません) 。

・ 様式は,平成 24 年度開設の4年制の学科の場合 (平成 27 年度までの 4年間) ですが,開設年度・
修業年限に合わせて作成してください。 (修築年限が3年以下の場合には欄を削除し,5 年以上の場合
には,欄を設けてください。)

(5) ー① 調査対象学部等の名称,定員

調査対象学部等の
名称 (学位)

設 置 時の計画 備 考
修業年限 入学定員 絹入学定員 収容定員

工学部
工学科

学士 (工学)

年

4

人

150

年次
人

0

人

600

( )書きで記入してください。(注) ・定員を変更した場合は, 「備考」に変更前の人数,変更年月及び報告年度を
・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

(5) ー② 調査対象学部等の入学者の状況

. さぞ
平成24 年度 平成 2 5年度 平成 26 年度 平成 27 年度

平均入学定員
超過 率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

備 考
春季入学1その仕の掌朔春季入学-そのねの掌朝春季入学1その控の¥顛春季入学1そのfiの¥目

A 入学定員

150人 人

( )
[ lo ]

150人 人

( )
[ 10 ]

0.84倍

.

志願者数
240

( - )

[ 3 ]
( )
[ ]

243
( 1 )
[ ]

( )
[ ]

受験者数
.

240
( - )

[ 3 ]
( )
[ ]

238
( 1 )
[ 5 ]

( )
[ ]

合格者数
213

( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

216
( 1 )
[ ]

( )
[ ]

B 入学者数
132

( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

122
( 1 )
[ 5 ]

( )
[ ]

入学定員超過率
B/A

0,88 0,81

(注) ・ 数字は,平成 27 年 5月 1日現在の数字を記入してください。
( ) 内には,編入学の状況について外数で記入してください。なお,絹入学を複数年次で行って

いる場合には,(( ))書きとするなどし, その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
「一」を記入してください。

[ ]内には,留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入して
ください。
留学生については, 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる 「『留学』の在留資格 (いわゆる

「留学ビザ」) により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校,専修学校 (専門課程)
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。
短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期 (春季入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「一」を記入して
ください。また,その他の学期に入学定員を設けている場合は,備考欄にその人数を記入してください。
「入学定員超過率」については, 各年度の春季入学とその他を合計した入学定員 入学者数で鼻越して

ください。なお,計算の際は′1、数点以下第 3位を切り捨て 小数点以下第 2位まで記入してください。
「平均入学定員超過率」には,開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

なお,計算の塩祭は「入学定員超過率」と同握にしてください。
「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は,完成年度を越えて報告書を提出する大学 (「改善
意見等対応状況報告書」を提出する大学)のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は
「- 」を記入してください。

(入試
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(5) ー③ 調査対象学部等の在学者の状況

＼＼そご
学 年

平成24 年度 平成2 5年度 平成26 年度 平成27 年度
備 考

春季入学1その捻の学括春季入学1摘 欄 春季入学その他の学顛春季入学その捻の学塘

1年次 / / [ 2 1

( )

132

[ ]

( )

[ 5 ]

( )
122

[ ]

( )

・

2年次 / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ 2 ]

( )
125

[ ]

( )

3 年次 ・ / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

4年次 / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

計

[ ]
( )

[ ]
( )

[ 2 ]

( )

132

[ 7 ]

( )

247

(注) ・ 数字は,平成 27 年 5月 1日現在の数字を記入してください。
・ [ ]内には,留学生の状況について因数で記入してください。該当がない年には「ー」を記
ください。

・ 留学生については, 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる 「『留学』の在留資格
「留学ビザ」)により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校,専修学校 (専門課程)
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。
短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は,春季入学とその他の学期 (春季入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は, その他の学期欄は「一」を記入して
ください。また,その他の学期に入学定員を設けている場合は,備考欄にその人数を記入してください。
「計」については,各年度の春季入学とその他の学期を金環許した在学者数 留学生数を記入してください。
( )内には,留年者の状況について, 内数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入してくだ

さい。

を記入して

(いわゆる
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(5) ー④ 調査対象学部等の退学者等の状況

“
入学者数(b)退学者敷(a) 退学者数(内訳)

退学した年度 退学者数髪ち璽髭
主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
(a/b)

退学者数(内訳)

退学した年度 退学者数 退学者数の
うち留学生数

平成24年度
入学者 人 0 人

平成24年度 人 人

#D1v/0! %
平成25年度 人 人

平成26年度 人 人
.

平成27年度 人 人

平成25年度
入学者 人 0 人

平成25年度 人 人

#DIV/0! 96平成26年度 人 人

平成27年度 人 人

平成26年度
入学者 132 人 8 人

平成26年度 8人 0人 授菓料未納(2)就学意欲の低下(2)
他の入学機関への入学(2)就職(1)

0,1 9も

平成27年度 0人 0人

平成27年度
入学者 122人 0人 平成27年度 0人 0人 0 %

合 計 254人 8人 0 9も

(注)・数字は,平成27年5月1日現在の数字を記入してください。
・各年度の入学者数については,該当年度当初に入学した人数を記入して〈ださい。豊途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要壁

ありません堕J

I 各年度の退学者数については,退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者強盗の内数を記入してください。

・ 留学生については, 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる 「『留学』の在留資格 (いわゆる「留学ビザ」)

により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校,専惨学校 (専門課程)及び我が国の大学に入学するための

準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。
・ 短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないでください。
・「入学者数に対する退学者数の割合」は,【当該対象年度の入学者のうち,平成27年5月1日現在までに退学した学生数の合計】を,

【当該対象年度の入学者数】で除した割合(%)を記入して〈ださい,その際,小数点以下第2位を四捨五入し,小数点以下第1位までを記入して〈だきい,
・「主な退学理由」は,下の項目を参考に記入してください。その際,「就学意欲の低下(0人)」というように,その人数も含めて記入してください。

(記入項目例)・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他
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2 授業科目の概要

<工学部 工学科>

(1) 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置
備 考

必修 選択 自由 教授 唯教授 講師 助教 助手

共
通
科
目
系
列

理
数
科
目

基礎数学
微分積分学1
微分積分学江
微分積分学111
線形代数学1
線形代数学=
力学 1
力学虹
熱力学
電磁気学

ー日
"

・

'
ュ目
一
台月"
免
じ
ー月
"
会
彩
台月
心榎

.
↓
会"

公
文

乙̂

1
ム
ー
▲
t1

1
▲

乙̂

リ
ム

JR
"
金
髪

T1

11

後
前

Q
U
4
1
′
4
nア
"
ソ̂
ム
リ
ム
リ
む
り
"
7̂
"
h
乙

1↓

T↓

ソ̂O
A
丁
^
さ

り
“
rb

《
U
I△丁
△
.
X̂U
Q
U

茶
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼
兼

1.

形
成
科
目

大学生入門
平和を学ぶ
ながさきを学ぶ
現代社会を考える
ことばと映像
近代日本文学
哲学
批判的思考法
歴史学
近現代史
文化人類学
女性学
教育学
現代社会と教育
心理学
人間関係論
日本事情概論
日本文化論
憲法 1
憲法虹
法学入門
現代社会と法
経済学
政治学基礎
現代政治
国際関係論
健康の科学
人文科学ゼミ1
人文科学ゼミ虹
社会科学ゼミ1

社会科学ゼミ亘

総合問題ゼミ1

総合問題ゼミH

保健体育実技A
保健体育実技B

1前
1前・1後

1前
1後
1前
1後

1前・1後

1後
1前
1後
1前
1前
1前
1後
1前
1後
1前
1後
1前
1後
1前
1後
1後
1前
1後
1前 -

1後
2前
2後
2前

2後

3前

3後

1前

2後

・

nソね
nソ
"
nソム
リ
ム
nソ
"
n7心
nソむ
り
"
nソム
リ
ム
9
0
リ
ム

/̂○
ア̂
ム
ク
ム
リ
ム
リ
ム
n70

ア̂"
nソ"
(ソム
リ
ム
n7む
nソム
nソム
nアム
リ
ム
リ
レ
nソ
ム

リ
ル

り
"

ウ
ム

っ
D

Iー

.
↓

ー

.

.

兼7
兼3
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼2
兼2
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
禁1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼3
兼3
兼2

兼2

兼5

兼5

兼3

兼2
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共
通
科
目
系
列

情
報

・
キ
ャ
リ
ア
科
目

情報基礎
情報基礎演習
情報科学
情報と社会
インターンシップ

将来計画フオーラム

前
前
前
後
前
通

n′む
つム

リム

リ
ム
n′ム

リム 11ー

.11・

剃
瀞
熟
漁
熱 たi当雪蚕豆 (Z7)

外
国
語
科
目

基礎英語 TA
基礎英語 IB
基礎英語 1[A
基礎英語ロB
英語 IA
英語 IB
英語 n
英語m
英会話 1
英会話ロ
英会話m
英会話n′
英語演習A
英語演習B
日本語 IA
日本語 IB
日本語ロA
日本語DB
日本語皿

日本語IV

日本語演習A
日本語演習B
独語 1
独語 11
仏語 1
仏語ロ
中国語 IA
中国語 IB
中国語1IA
中国語 1IB

1前
1前

1前・1後

1前・1後

1後・2前

1後・2前

2前・2後

2後・3前

1前
1後
2前
2後
3前
3後
1前
1前
1後
1後、

2前

2後

3前
罰佼必

1前
1後
1前
1‘債券

1前
1前
1‘灸

1後

l
i
t.

T
↓
.
ふ
り
な
っ
"
リ
ム
ウ
ム
.
▲
1
1

ソ̂4
つ
ム
nアム
リ
ム
↑1

1
↓
.
▲
.
▲
リ
ム
n70

リ
ム
n了ム

ー
ム
ー
▲
.
▲
1十↓

.
▲
・1
-
▼↓

.
▲

◆

.

兼、5

兼5
禁7
禁7
兼7
兼7
兼5
兼3
兼l
票そ1

兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
禁1
兼1
兼1
兼1

兼1

兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1

専
門
科
目
系
列

礎
科
目

微分方程式
フーリエ変換ラブラス変換
ベクトル解析
確率・統計

代数学A
代数学B
幾何学A
幾何学B
プログラミング基礎
プログラミング応用

前
後
前
前
前
後
前
後
後
前

n乙

リ
ム
ワ
ム
nソム
リ
ム
っ
心
Q
U
n■U
tfふ
っ
ム

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

I

I I

兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼2

専
門
科
目 n′ム

リム

n′も

4

2

2

2

2

2

2

2

2

9
10

9
12

2

I

2

6
5

6
3

I

2

I

I

I

I

I

I

兼1
兼1

担当者袋夏 (27)

担当者麦更 (27)

.↓

基
礎
科
目

専
門
科
目
系
列

専
門
科
目

前
前
後

後

.
↓
△
.
A
1

、
↓

前
前
前
後

ワ
ム
nソム
リ
ム
っ
ム

2前 2

2前 2
エ変換ラブラス変換 2後 2 都 1

2 1 兼 1

2 兼1
2 払 l

3前 2
3後 2

ング基礎 1後
ング応用 2前

2後

3後
1前
1前 2
1後 2
1後

船舶工学基礎実験 2後
浮体静力学 2前

2 1 1 兼 11

2 禁21
4 2

2

2

2 琵 琶
2 琵 琶
2 1

2 2 2 1

2 1

2 1 1

兼1
兼1

兼1
兼1
兼1
兼1

兼1
兼1

担当者袋夏 (27)

担当者麦更 (27)

A
U



船体複原論
流体力学 1 2 1

専
門
科
目

専
門
科
目
系
列

流体力学 n
船体抵抗推進論
船体運動論
材料力学 1
材料力学D
構造力学
船体強度論 1
船体強度幹n
機械材料学
溶接工学
機械力学 【
CAD 基礎
船舶 CAD
造船設計 1
造船設計 1演習
造船設計ロ
造船設計n演習
造船設計m
造船設計日【演習
造船設計八′
造船設計W演習
船舶設計論
現代造船技術論
海洋開発工学 1
海洋開発工学11
操船学同演習
プロジェクトI

プロジェクト11

プロジェクトm

プロジェクト1V

工場学習
材料力学 1
材料力学 n
機械材料学
溶接工学
材料強度学
メカニズム

機械設計A
機械設計B
航空工学

工学フォーラム

メカフォー ラム I

メカフオーラムロ

メカ フオー ,ラム m

機械力学 1
機械力学ロ
計測工学
流体工学 1
流体工学ロ
熱力学 1
熱力学亘
内燃機関
新エネルギー工学
流体機械
トライポロジー

伝熱工学
機械製図

後
前
後
前
後
前
後
前
前
後
後
前
前
後
前
前
前
後
後
前
前
後
後
前
前
後
後
前
後
後
後
後
前
前
後
後
前
後
前
前
後
前

前

後
前

後

前
後
前
前
後
前
後
前
前
後
援
後
前

ア̂も
っ
ム
っ
も
nXU
Q
U
nア
ム
n7し
X̂U
Q
U
Q
U
リ
ム
nXU
Q
U
111
Q
リ
リ
ム
nソム
ワ
ム
7̂4
Q
U
R
U
Q
U
nIU
工AI
A
I
リ
ム
nXU

ア̂ム
ー
ム

乙̂

Q
U
工AI

X̂U
リ
ム
っ
"
ソ̂ム
ヘd
n
d

っ
む

Ĵ

Q
V
Q
V

tー

.
▲
リ
ム

Q
U

nア"
nソ
ム
Q
U
n7を

ア̂
ム
リ
ム
n7ム
q
U
Q
U
Q
U
Q
U

X̂U
TI
↓

n′も

n′"

‘̂

2

2

既

I

2.

兼1
兼1
兼1

兼1
兼1

兼4

兼 1

禁1

兼
兼
兼
兼
兼

担当者変更 (27)

担当者麦夏 (27)

担当者変更 (27)

担当雪変更 (27)

担当老衰吏 (27)

担当者夏夏 (27)

担当者麦夏 (27)
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n70
リ
ム
n7
0

リ
ム

n乙
n乙

リ
ム



機械C八D

機械工学基礎実験

機械工学演習

1後

1ィ妾

リ
ム

3後 2

1 担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

専
門
科
目
系
列

専
門
科
目

機械工学実験 1

機械工学実験 n

機械設計製図

機械工学ゼミ ・

機械と国際化
機械と物理
技術英語
航空機設計法

技術者倫理

技術者コミュニケーション実習

制御工学
メカ トロニクス

自動車工学
蒸気工学
建築製図A
建築製図B
建築設計製図 IA
建築設計製図 113

建築設計製図亘A

建築設計製図DB
造形デザイン
建築計画A
建築計画B
建築意匠
西洋建築史
日本建築史
建築学海外研修
都市計画
地域計画
構造力学 1
構造力学 1[A
構造力学 1IB
建築一般構造
構造計画
耐震設計法
鉄筋コンクリート構造

鉄筋コンクリート構造演習

　　　
鋼構造演習
環境工学 1
環境工学 n
環境工学皿
建築設備基礎
建築設備計画
建築材料
建築材料実験
建築施工

建築概論

建築CAD
建築設計製図SA
建築設計製図SB

2後

→3前

2前

3後

3後
1前
1後
3後

　　　

前

前
後
前
前
前
後
前
後

前

後
前
後
前
後
前
後
後
前
後
通
前
後
前
後
後
前
前
後
後
前
後
前
前
後
前
前
後

前

後
前
後

n
乙
n
‘

2

2

2

2

・I

3

、も
つ‘

+
3

2

リム

ー▲

2

兼5

　　　

兼1

兼1
兼1

兼l
　　　

兼l
兼1

兼1

兼ー

兼3
兼3

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者夏夏 (27)

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者麦豆 (27)

担当者変更ぼり

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者麦夏 (27)
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ム
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n70
ソ̂0
リ
ル
nアム

リ
ム

り
し

n′ム

リ
ム
リム

1
▲
1
T



建築測量
建築再生論
住生活文化論
現代建築事情
建築法規
建築学演習

研究ゼミナール

電気工学基礎 1
電気工学基礎11

3前
3後
3前
3ィ後

3前 2
3後

4前 2

1前

リ
ム

1後 2

2

3 2

3 3
2 3

兼3
兼1

…
1担当者麦夏 (27)
　
1穏当者妻夏 (27)

専
門
科
目
系
列

専
門
科
目

電気回路 1
電気回路n
電気回路m
電磁気学 1
電磁気学 n
電磁気学1lt
集積システム設計
デジタル回路基礎
デジタル回路設計 1
デジタル回路設計ロ
電子工学基礎
アナログ回路 1
アナログ回路11
電気機器
エネルギー変換工学
パ ワーエ レク トロニクス 1

パ ワーエ レク トロニクス 口

送配電工学 1
送配電工学江
電気法規・電気施設管理
電気電子計測
電気・電子材料
半導体デバイス 1
半導体デバイス口
情報通信工学 1
情報通信工学□
電磁波工学
電波法規
コンピコ‐ータシステム

電気電子基礎実験
電気電子工学実験 1
電気電子工学実験ロ
電気機器設計製図

科学技術英語

電子回路
人の博造及び機能
医学源論
看護学概論
解剖学
臨床生理学
臨床生化学
臨床免疫学
病理学擬論
臨床薬理学
公衆衛生学
情報工学
医用計測工学
医用材料工学
生体物性工学
臨床医学総論 1

1後 2

2前 2
2後 2 1

2前 2

2前 2
2後
　　　

2前
2後
3前
2前
2後 2
3前
2後・

3後
3前
騎後
3前
3老後
4後
純愛 2
3前
2後
3前
3前
　　　
　　　
4前
3前
2後 2
3前 2
3老後 2
4前

4前

2後
1前 2
1前 2

1前
1後 2

1後
1後
1後
2前
2前
2前 2
2前
2前
2前
2前
2前

リ
ム
n乙

リ
ム

リ
ム
リ
ム

リ
ム
リ
ム
n7ム
n′ム
リ
ム

2

2

兼1

兼1
兼1

兼1
兼1

兼1
兼1

兼1
兼1

兼1

担当者麦更 (27)
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基礎医学及び同実習

放射線工学概論

医用機械工学
情報工学演習
医用工学概論
臨床医学総論U
医用機器安全管理学
関係法規
システム工学
医用機器学概論
生体計測装置学

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

Q
U

I
▲

1
▲

1↓

11

11

L
f
っ
心

11

、
▲

.
▲

.
↓

禁
隷

兼

兼

兼

兼

担当者追加 (27)

専
門
科
目
系
列

専
門
科
目

臨床医学総論】ー【
医用機器安全管理学実習
呼吸療法装置
呼吸療法装置実習
血液浄化装置
血液浄化装置実習

医療情報

医用治療機器学
医用治療機器学実習
生体計測装置学実習
体外循環装置
体外循環装置実習
臨床実習
医学特別演習 1
医学特別演習n
医用工学特別演習
システム工学特別演習

卒業研究

3前
3前
3前
3前
凝後
3後・

3後

3後
3後
4前
4前
4前
4前
4前
4後
4後
4後

4通 10

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

2

2

6

2

2

2

2

I

I

↓

I

I

I

I

I

I

I

J十
11)

1
.
↓

十

1

1

↓

↓

↓

1

抑
7

2

1

1

1

1

2
1

沖賢I

兼1
糸誓
叢2

兼 1
兼1

兼1

担ぎi者変更 (27)

担当者麦吏 (27)

担当者麦吏 (27)

担当者麦夏 (27)

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者麦吏 (27)

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

(注), 認可申請書の様式第 2号 (その2の 1) に準じて作成してください。
・ 設置認可時の授業科目全て (兼任,兼担教員が担当する科目を含む。) を黒字で記載してください。その上
で,前年度報告時 {平成 27 年度に認可された大学等は設置認可時) より変更されているものは赤字見え消し
修正し, 「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
なお,昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については,見え消しのまま黒字にしてください。

・ 兼任,兼担の教員が担当する授業科目については,備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

・ 授業科目を追加又は内容を変更する場合で,専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては,
「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。 (今後審査を受ける場合
には, 「平成○年0月 提出予定」と記入してください。)

・ 「配当年次」について,設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかつた学部等 (平成 19 年度認可
以前) についても,設置認可時の状況を黒字で記入してください。また,前年度報告時より修正があれば,
赤字で見え消し修正をしてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
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(2) 授業科目数

設 置 時 の 計 画 , 変 更 状 況 備 考必 修 選 択 自 由 計 必 修 選 択 自 由 計
科目

55
科目

249
科目
0

科目
304

科目
O

[ ]

科目
O

[ ]

科目
O

[ ]

科目
O

[ ]ー
(注)・未開講である場合や,配当年次に関わらず,教育課程上の授業科目数を記入する(資格に関する課程など,

別課程としている授業科目については算入する必要はありません。)とともに,[ ]内に,届出時の計画
からの増減を記入してください。(記入例:1科目減の場合;△1)
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(3) 末開講科目

番号 授業科目名 単位数配当年次一般 ・専門 必修・選択 未開講の理由,代替措置の有無
イ
ー

2 該当なし3

(注) ・ 設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず,何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお,理由については可能な限り具体的に記入して〈ださい。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については,記入しないでください。
・ 教職大学院の場合は, 「一般・専門」を「共通 ・実習 ・その他」と修正して記入して〈ださい。

(4) 廃止科目

番号 授業科目名 単 位 数配当年次一般 ・専門 必修・選択 廃止の理由,代替措置の有無
一十十十

2 該当なし3

(注) ・ 設置時の計画にあり,何らかの理由で廃止 (教育課程から削除) した授業科目について記入して
ください。なお,理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ 教職大学院の場合は, 「一般・専門」を「共通 ・実習 ・その他」と修正して記入して〈ださい。

(5) 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注) ・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
知方法」を記入してください。

(6) 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
設置時の計画の授業科目数の計

(注) ・ 小数点以下第 3位を切り捨て, 小数点以下第 2位までを記入してください。

12



3 施設・設備の整備状況,経費

区 分 内 , 容 備考

目

校

地

区 分 専 用 . 共 用 共用する他の
学校等の専用 計

大学全体

校舎敷地 67,527nf ml ml 67,527nf

運動場用地 34,116ボ m電 m' 34,i16ボ

小 計 lol,643ボ mi mi lol,643雨

そ の 他 lol,487nf mi ml lol,487雨

合 計 203,130nf 霜 mi 203,130m

{2)校 舎

専 用 共 用 共用する他の
学校等の専用 計

大学全体26,976ni

( 雨)

0ボ

( 雨)

onf

( 話)

26,976ボ

( nf)

(3)教 室 等

講 義 室 演 習 室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

大学全体
32室 67室 59室

9室

(補助職員 2人)

1室

(補助職員 0人)

(4)専任教員研究室
新設学部等の名称 室 数

工学部 工学科 39 室

娠

図
書
・
設
備

新設学部等
の名称

図 書

〔うち外国書〕

冊

学術雑誌

〔うち外国誓〕 電子ジャーナル

種 〔うち外国書〕

視聴覚資料

点

機械・器具

点

標 本

点

大学全体での共用分
寄贈による増加 (27)
図書
119,452〔21,875〕
4Jjみそ←解〔Q+』唇〕

学術雑誌

2,045〔461〕
曇料4〔461〕

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

工学部工学科

63,134 〔8,010〕

(Gor鶏4〔字r4JO〕)
(63,193 〔ア,6〇7))

1,387〔310〕

(1,362〔307〕)

25〔lo〕

( 0 〔0〕)

250

(224)

6

(6才

2

(2)

計

63,134 〔8,010〕

(帥 34〔L410〕)
(63,193 〔7,607〕 )

1,387〔310〕

(1,362〔307〕)

25〔lo〕

( .0 〔0〕 )

250

(224)

6

(6),

2

(2)

(6)図 書 館
面 積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
1,855nf 250 T71,333

i体 育 館
面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,758nf l

(8)

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

区 分 開設年度 完成年度 区 分 開設前年度 開設年度 完成年度

届出学科全体
図書費には電子
ジャーナルの整備費
を含む ・

教員1人当り研究費等 100千円 100千円 図書購入費 1,431千円 1,931千円 1,931千円

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 設備購入費 9,237千円 9,237千円 9,237千円

学生 1人当
り

納付金

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第 5年次 第 6年次

1,330千円 1,i50千円 1,170千円 1,190千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の報司

(注), 設置時の計画を 申請書の様式第2号 (その 1の 1) に準じて作成してください。 (複数のキャンパスに分かれている場合,
複数の様式に分ける必要はありません。なお, 「(1) 校地等」及び 「(2) 校舎」は大学全体の数字を,その他の
項目はAC 対象学部等の数値を室己入してください。)
. 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は,その旨 (所要時間・距離等) を「備考」に記入してください。
・ 「(5)図書・設備」については,上段に完成年度の予定数値を,下段には平成26 年5月 1日現在の数値を記入してください。
・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては,変更部分を赤字で見え消し修正するとともに,その
理由及び報告年度 「(27)」を「備考」に赤字で記入してください。
なお,昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については,見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更 (校舎又は体育館の総面積の減少,建築計画の遅延)がある場合には, 「建築等設置計画変更書」
を併せて提出してください。
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4 既設大学等の状況

大学の名称 長崎総合科学大学 備 考

既設学部等の名称 修業
年限

入 ‐学

定 員
編入学
定 員

収 容
定 員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開 設
年 度 所 在 地

.

大学院修士課程

工学研究科

環境計画学専攻

電子情報学専攻

主産技術学専攻

年

2

2

2

人

m

m

10

年次

人

人

20

節

修士
(工学)

.控ぁ
修士
(学術)

倍

0.45 ‐

0.75

0,45

平成9
年度
平成9
年度

◆平成 18

年度

長崎県長崎市
網場町536番地

同上

同上

大学院博士後期課程

工学研究科

総合システム工学専攻 3 3 9
博士
(工学)
博士
(学術 ),

0,77 平成14
年度

長崎県長崎市
網場町536番地

・

工学部

船舶工学科

機械工学科

電気電子工学科

逮築学科

工学科

情報学部

知能情報学科

経営情報学科

環境・建築学部

人間環境学科

建築学科

総合情報学部

総合情報学科

^
「

▲"
「

▲"
▼

▲"
'

▲"
▼

▲
4

ハ
「

A
「

▲"
▼

▲
4

15
0

=

-

-

。

筋

.

剛
・

ー

q

国

-

340

学士
(工学)

学士
(工学)

連奏
学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士 (人間
環境学)

学士 ,
(建築学)

謎 )

0.82

0,7

昭年和麗O

昭和43
年度
昭和40
年度

平成26
年度

平成17
年度
平成17
年度

平成21
年度
平成21
年度

平成26
年度

長崎県長崎市
網場町536番地

同上

同上

同上

同上

同上

同ー上

同上

同上

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止
平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止
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(注) ・ 本調査の対象となっている大学等の設置者 (学校法人等)が設置している全ての大学 (学部,学科),
大学院 (専攻)及び短期大学 (学科)(AC 粒象学部等食む)について,それぞれの学校種ごとに,
平成 27 年 5月 1日現在の上記項目の情報を記入してください。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。
※「入学定員を定めている組織ごと」には、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている
場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

※なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている組織上
の最小単位 (大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」)でも記載してください。

・専攻科に係るものについては、記入する必要はありません。
・AC 対象学部等についても必ず記入してください。

. ・「平均入学定員超過率」には,標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の
平均の小数点以下第2位まで (小数点以下第3位を切り捨て) を記入してください。

・学生募集を停止している学部等がある場合,入学定員・収容定昌・平均入学定昌超過率は「一」としq÷
「備考」に「平成00 年より学生墓集偉止」と記入してください。
○年より学生募集停止」と記入してください。
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5 教員組織の状況

<工学部工学科>

(1)担当教員表
設 置 時 の 計 固 姿 更 状 況

月 考
専任・
蓑恒・
兼任の
昇り

壕"名
氏名

(年齢)
宣伝予定年月 担当技芸科目名

亭佐・
資忍・
資性の
引

職 名
氏名

(年参り
裁-任予定年月 ‐担当授夷詳目名

専任 畝疑 林田 添
(6S) 平成28fFI月

将来計画フ才一ラム
船体抵抗推進論
プロジェクトm
プロジニクト汁′
工場学習 ▼
卒英研究

惹起 教授 林田 滋
(63)

平成26年4月

工学榎論
技指と舎理
船舶海洋工学入門
船舶工学基礎宴戦
流体力学 1
流体力学日
造船設計 1I
造船設計n演習
プロジェクトI
プロジェクト1l

専任 教授 野瀬 幹夫
(63)

平成29年4月
プロジェクト八′
卒髪研究

専任 教授 野瀬 幹夫
{60)

平成26年4月

工学豆論
技術と合理
船舶海洋工学入門
偽造力学
船体強度詰1
船体強度論n
造船設計W
造船談話八′演習
プロジェクト1
プロジェクトn
プロジェクトm
プロジェクト1V
卒業研究

工学部長に選出された為
兼担教員から専任教員へ
の異動を行った (26)隷担 教授 野瀬 幹夫

(6つ}
平成25年4月

工学桜論
技術と合理
船舶袴i羊工学入門
構造力学
船体強度誇 1
船体強度論n
造船設計升′
造船設計n′演習
プロジニクト1
プロジェクト11
プロジェクトDI

専任 教授 平子 庚
(e6)

平成28年4月

メカフオ【ラム坦
内鍬機関
伝熱工学
濃禎工学演習
織挨工学実験 u
鏡禎工学ゼミ
工掲実習
自重)車工学 【扉年】
蒸気工学 {隔年】
技術者合理
技術者コミュニケーション実
習
卒嘉研究

.

・

兼担 軟投 平子 際
(64)

平成26年4月

工学頚輪
技研と合理
嫌杖工学基礎実験
機械工学実技】

Wf壬 牧授 田中 蜂人
(S6)

平表29年4月 科学技締莫語
卒蔓研究

恭担 教授 田中 舞人
(53)

平成26年4月

精気回路 1
電気回路n
デジクル回詩基礎
デジクル国詩設計 1
デジタル回路設計 n
工学フオーラム
技術と合理
工学日韓当

専任 教授 池田 雅飾
(64)

平成26年4月

電気機器
エネルギー変換工学
パワーエレクトロニクス 1
パワーエレクトロニクス n
茸気電子基礎実験
電気湊碧設計製図
工学フ才一ラム
技節と合理
工学‐祭論
科学技術英語
卒業研究
システム工学特別演習

』ずた eii キー;井 手ムミ
{"}

〒 万ぢ -jl

竜三度湯
ェもしキー聾ぬ 戸『、
パワー工 L′クトu ‐クメ【
バワ←ニレクトロニクス"
だ親定子-珪rを雲!'
-ョきたそ者111十与‘{;
:!-デフナーラメ・
技{一丁とfキ珪
エテ舞ii
fキゲ技行者詩
卒裏誓究 .
システム工学行“-J,資材

〒六万を′3ji竜世庭Ti宏役
)窓泰二!≠-"ノキ値正教iiを
;可f:として平浅万半1月
門糟に;"(27)

専任 教授 谷山 牧大郷
(73)

平成26年4月

工学誓論
技術と鋒理
工学フオーラム
人の構造及び鎖能
医学採論
解剖学
臨床生理学
携度学瓢論
穣家業種-学
基礎医学及び同実習
医学特別演習 1
医学特別演習n
卒業研究

専任 教授 本打 政弱
(59)

平成29年4月 卒業研究
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兼担 教授 本行 政賭
(56)

平成26年4月

工学フ才一ラム
医学9論
臨床生理学
臨床生化学
臨床免疫学
公家衛生学
基礎医学及び同実習
総床医学総美田

専任 教授 川添 薮
(57)

平成29年4月
生体計測装置学実習
臨床実習
率蓑研究

蓑担 教授 川添 薮
(3;)

平成28年4月

工学概論
技術と倫理
工学フ才一ラム
医学甑拾
看護学与論
解剖学
璃床生樫学
公衆衛生学
基礎医学及び同実習
関係法規
医用猿語学概論
医用紙器安全管理学実習
医秦情操
医用治療磯巽学
医用治療後昇平実習

・

専任 教授、 田中 俊彦
(6の

平成26年4月

工学フオーラム
工学擬論
技籍と合遷
逢築学海外研修
環境工学 1
環境工学江
環境工学m
達葉設区基礎
逢繁鮭同計画
建築頬鱒
連銀学演習
建築再生論
研究ゼミナール

兼摂 教授 田中 佳彦
(60)

平森26年 1月

工学‐フオーラム
工学蔓論
技術と倫理
建美学淳外群畳
環境工学 1
環境工学 D
環境工学m
蓮華説侭基礎
達家鼓篤計画
逢蒙禄論
建築学演習
達集再生論
弄究ゼミナール

当初予定していた教員の
迫味に伴い、屍談学科鼓
燈基準の教員数を充足す
るため26年度糞桓へ配置
した,(26)

専任 教授 薄 違羨
(59)

平成27年4月

技術と倫理
建鍵学海外腎巴
達家再生論
構造力学亘A
構造力学江B
耐震鰻計法
援銘コンクリート福造
款雪コンクリート湾造演習
建錠材料
建築材料実装
建築学演習
研究ゼミナール
卒業唇完

ー

.

.

兼恒 哉臥;父R 詩 達哉
(53)

平成26年4月

工学フオーラム
工学概論
嬉遊力学 1
逢謎鱒きき

・

専任 教授 体大 正志
(59)

平成29年4月
研究‐ゼミナール
卒業研究 韓狸 鱈iそ お 達者に

(う9)
享白飴frill行夫ゼミナール

摩耗" 究

T貧編年7jl伴丈正志最長
涜職に伴、担当キキ日舞葦【
(8ら){27)

蒜担 敦授 伴大 正志
(56)

平成(26年4月

工学フ才一ラム
建集設計製図 1八
建織設計製図 I B
達家最計製凹 1IA
建藁設計製図 nB
控錠学海外窮態
建築計画A
建鍵計画B
都市計画
地域詩函
建築一般掃迄
建築誓論
建築学演習

担

複

担

任

捺

静

電

行
.

女十三

較授

ネ ー亘
(52)

村川 “仏
(")

【ilrl'にこそ
(61)

;パリ 1与信
(ei)

山【11 由番亘
(41)

平安編年‘月

平白2う′日月

平森縄‘“月

〒式きみ.も月

平霞爺年1月

工学ソナージム
檎雲章・棒1国 I A
強震柱≧1÷』局 I H
達歳禄結き』国 118
逢滋一枝購薄
逢鍍苧ご武村

選奨きだし＼
栓寝IEョ11
ず市≧おり

選挙 :/ど;外さテ′三

表支え圭三frj
蓬簿口き;;と巨 11人

達歓に")

γ′.蔓2 6年.1月序文正善
教授体頭また豆fF7月
週暖に伴い““担当者
置夏 (26)(Z7)

専任 准教授 福 地
(55)

平成26年4月

プログラミング基礎
数値計算法
船舶海洋工学入門
浮体辞力学
船体復原詩
造船設計頂
造船鼓鴇田演習
プロジェクトI
プロジェクト11
プロジニクトm
プロジェクト八′
卒減研究

専任 岳教授 松岡 和彦
(43)

平成27年4月

技術と倫理
も“+力学 I
材料力学虹
船舶CAD
現代造船技おき寺
プロジェクト11
プロジェクトm
プロジェクト1V
卒議研究

蒸担 准教授 松岡 和彦
(42)

平群26年4月

工学嶺論
船舶待洋工学入門
船体構造
CAD基礎
プロジェクトI

専任 佳教授 長田 馬形
(46)

平成29年4月
技附着コミュニケーション実
習
卒奨研究

孝幸議 1まき !-~FI 幹を
(.16)

〒斤:27苧 IFI 早 汀々坪 ljlを洋三升符(き7)
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18

蒸担 唯教授 黒田 勝彦
(43)

平成26年4月

工学概論
メカニズム
滋歓設計A
僚被設計B
メカフ才一ラム坦
鎖被力学 1
機械力学n
機械工学演習
機械工学爽験n
鏡械工学ゼミ
技節者合理

美、望 鱈愛そ 鼠日 時多
(;6)

早目27年1月 享段27手 1月教授昇砦 (幻)

専任 準教授 谷野 窓和
(41)

平成26年4月

ベクトル解析
技術と合理
メカフオーラムロ
流体工学 1
流体工学n
機械工学基礎実験
滋嶺工学演習
鏡挨工学実験 1
鎖教工学実験D
絵挨工学ゼミ
技桁者費程
技術者コミュニケーション実
習
卒業研究

托

担

静

山
守

幹

表

教授

三者ヨ

き寺そ

震圭三

封等三

妾隻 室 -お
{÷2)

平予 庚
(きめ

…JHI 登
(39)

山 n 繋
(68)

谷
(65)

口円 罰を
(49

〒,安打年1月

平浅27fil月

平た乞27半1月

〒,昨27年号]

平哀を7fFI月

平内27年J月

‐▼くクトル員“子

技首,とf者烏
メカフキ・‐‐ラム皿
程続T字ゼミ

誌#エ≠ i
t三輪工学演習

湾体工学 n
像『・i工学実験 1
{よけ竜工学費韓 n
該鴛者‘合理
卒昇行究
崇続工学基礎実員

技摺者・コミュニケーション実
習

平安詳半3月‐谷繁;達者長
達晒に伴う担当者夏更
(27)

平成27年4月教授昇格(27)

専任 准教授 仲尾 晋一郎
{43)

平成28年4月

メカフォーラム皿
流体鎖歓
機械工学演習
機械工学実験n
濃故工学ゼミ
技術者倫理
技術者コミュニケーション実
習
卒業研究

担

担

キミチき

き叢ミ‐

杖桂

平子 虎
(むら)

山口 格
(鱒)

尋国 辱彦
(↓;〉

;‘F127半4月

平岸(27半J月

平富27年1月

メカフオーラム孤

ミョ字数稜
段綾工学演習
r樹々 工学表装 11
総員古手ゼミ
投宿舌鋒夏
率宗汗究

技術者コミュニケーション契

早,衣226年9月仲居優者疑
選giニ伴う担当者麦更
(26)(27)

早鐘27平1月豪授昇.“ (21)

兼恒 准教授 仲尾 晋一郎
(41)

平成26年4月

技術と合理
工学フォーラム
メカフォーラム I
メカフォーラム旦
様被製図
鎖枝CAD
織技工学基礎実験
繊被工学実験 1
技術英語

担

担

任

担

任

兼

共

専

黄

費

g干そ

蒙授

亘日 唇洋
(‐ふも〉

平子 議
(eう〉

も川 畳
(3の

同日 公一
(45)

谷
(a5〉

平氏27年4月

平或27半1月

平窟27半J月

平目27半4月

平成27年1月

技行と角夏
メカフ*- ラム狂

工字フオーラム
技鉾葵鱒

メカフオーラム【

{脅杖視目
猿械〔AD
稔れま工学実技 1

猿按工学基擬実技

~凌ぎ27半 1月奉拝≧鼻袴登7)

平鐘226年9月枠尼唯教授這
壕に伴う担当者諺夏 (26)
(27)

i耳鼻う

専任 唯教授 松川 昼
. (39)

平森27年4月

要三力字 1
熱力学江
新エネルギー工学
航空工学
僚核工学演習
機械工学実験 1
襟技工学実験江
機械工学ゼミ
航空機設計法
技術者合理
技術者コミュニケーション実
習
産物理容

.

蒙担 唯教授 松川 豊
(3S)

平成26年4月 工学観論※
鎖技と物理 ・

+ .

専任 准敦
授

扉安 貴弘
(42)

平森27年4月

電毒気学 1
電穆気学n
重種気学頭
電気電子計渓」
電磁波工学
技術と倫理
科学技術英語
卒業研究 考任 幹授

後任未定

大山 錘
(43)

平白く26年肋
月

電達気、学 I
電磁気学 u
電送気学m
電気境子爵さ」
鐘建詑」ニ学
技術と皆嘉
科学技術藁語

平成26年3月房安准教授
退職のため (26)

大山達教授を早産能苧10月
i 用 (27)

兼担 准教授 男安 貴弘
(41)

平成26年4月

工学フ才一ラム
工学概論
欲分積分学 1
微分積分学□

任
任
任
任

専
亭
禁
兼

教授
教授
講師
講読

奥野 公夫 (65)
野瀬 幹夫 (60)
房安 貴弘 (41)
房安 貴弘 (41)

平成26年4月
平成26年4月
平成26年4月
平厳26年4月

工学フオーラム
工学頚輪
積分積分学1
積分積分学虹

平成26年3月房安淀教授
退鞭のため平成26年4月
より担当者の変更 (26)



19

専任 程教授 伊東山 続
(59)

学寮2デ年4月

技術と倫理
医用機器学概論
呼吸療法装置
坪夏蜜法蔓霞蓑習
血液浄化装置
血液浄化袋露裂習
医用治安蟻男学
医用治獲議“学真習
生体計器;装置学麦習
体外循環雲霞
体外指導萎盈実習
医用工学特別演習
卒業研究

iリ怪

.了主任

ドテヨ

も=

もrjrt

さ写さ

孝:長

‘‘;も国 も-;
(“)

・-l i三JI
(i2}

1ー1口 すぎ三
(5;)

;せ二十ナ ドリ
(53)

{べfit ど

'〒L′・,:27デリー

▲さ ,三27なョ“

¥'′三27窒;リー

ミき1,コ7ギーjl

手話拳法装置
穿とi叫ぼ芸置宍“
生体罰・奇妄敦子実習

目者「封ヒ装置
ロ.ごま 化表書え村
{;“謡g1資質
体外そ;減衰霊二“

峯美;i元

医照校巽≠行程i
医用治療「;き1ヂ ー
辰沼デ青対韓男子巽}÷
採用 ]7 特別講習

与っ没だFijiもそぎ雲‘" “)
「物細か珪きてきき詩 ¥汀「i:3月
龍頭によるお当者三重( 7)

が以;!1・*…--;iF一言‐1月
メ1壕により*′度27{一月
幸可“ (27)

炉* 山桜を、そご平森27ずrl自
活談による担当者 き‘{
(")

{ 豊山蓬請いPL洋 7{i・3月
:1『ま;:よる縄コ者-ん夏を7)

き:ず…:またりfーキ白日ii¥…11‐ぐ
わるため ,‘べき7frきさ;1i二
担当音を決, 1‐る, {")

兼担 唯教授 伊東山 鮪
(59)

平森28年4月 工学摂論
工学7才一ラム 1も辿 殺トミ ノ:くじ 或“

(3S) ¥,ト辛27ゞ孝三1月 工学日目
工学ソオーラム

「戸車山程キヱテミ宇ぐ認“濁河
;想お:よる担当者Jig【
(")

専任 塩教授 浪砂 博信
(63)

平森26年4月

図学
工学フオーラム
建築製図A
逢案製図 B
蓬髪設計製図ーB
建築祭計製図 iIA
建裳設計製図 118
迄実学岸外研修
逢聾概論
建謎学猿雪
選奨CAD
建築利景
研究ゼミナール
率完研究

専任 唯教授

山国 由呑夏
(42)

ソ

(自得 由香里)

平成28年4月

建家学海外研修
建纂再生論
建議意匠
西洋虚濃史
日本建築史
住生活文化論
研究ゼミナール
卒業軒完

メ姦担ー 碇教授
山田 由香里

(40)

(再掲 由書里)

平成26年4月

国学
工学疑黄
技術と鋒理
工学フオーラム
き実学演習
建繁製図A
建繁製図B
建実設計製図 I A
建宴祭論

専任 鎖師 脇山 祐介
(60)

平寂26年4月

船舶海洋工学入門
造船技同
船舶数学基礎 .
船的工学基礎実験
造船設計 I
造船祭計 1演習
操船学園演習
プロジェクト1
プロジェクトn
プロジェクトm
プロジェクトW
卒蟻研究

専任 撰鐸 浦山 浩司
(36)

平成26年4月

電気工学基aID
票旗システム最計
電子工学基礎
アナログ回路 1
アナログ回路 D
半導体デバイス I
半導体デバイス貢
電気電子工学実験 1
電気電子工学実験日
工学フォーラム※
プログラミング基礎
澄子回路
科学技術英福
卒藁研究

専任 権教授 清山 浩司
(36) .

平成25年7月准教授昇格
(26)

専任 肋敦 田中 僚
(33)

平成28年4月

送記竜工学 1
送観侍工学 u
電気・電子“粁
電気電子工学実験 1
鱒気電子工学実験 n
科学技爺英語‐
卒話研究

種

担

衿

長 あげ≧

だ川 ズモマ (“)

モミほそさミ
田中 美人 (“)

キー芦27¥lil

t;こ役27fi-1月

き熟寝工学 l
透潔館工学 11
竜〉目さ.7・工ヤス呉 l
i琶ミ{竜了.1¥ 丈≦ill
電ま{・竜アーヂデート
キ}¥ 技術奏請
坪三好穴

(;孝之7守り1府中館覇者辺
1譲 コネうす}il担当者に史,
「活気・竜了f!÷」」1:つい
て日、9月亥もに(・i三錠拝
む員を7月 { ぐ,:≧{規子
;な (之了)

慕担 助教 田中 像
(36)

平成26年4月
電気回路阻
電気工学基礎 1
工学フ才一ラム

賛担 を“乏 例年- 表人 (“) 『箸ー2だFiji
箱気な1嘉坦
電気工学基礎 l
エデンオーラム

平虎と7毎開 田中「立坑幹透
ローコデう" 目担当者宏更,
t27)

専任 助敦 水野 格志
(32)

平成26年4月

工学フ才一ラム
電気電子基礎実験
医用材料工学
全体希往工学
医用銭械工学
医用工学群論
医用裟器安全管種一挙
医用磁鱈安全管理学実習
卒終珠究

専任 講師 水野 格志
(32)

平成25年7月講読昇格
(26)



荒担 教授 谷 昇
(65)

‐学寮26年;月

力学1
力学u
熱力学
冠嶺気学
インターンシップ

÷;!

リギモ

alf『
“ (たら); 手

(う7)rq

:I.戸二汀fri月

}‘‘27fFi月

ノr l
ノiデ TT
お力字
ig‘〆』≠

インターンシソプ

好き後1÷'‘疑 1寧3jl・コ后に
J二ijt…{,}三方序1月かう
柁蓮→粒後となら (27)

件数径′i′,なり学期 筆録に
よる担ヨ斉裟吏 伐り

兼摂 教授 劉 震
(53)

平成26年…月

情報逢矯
諦観基猿演習
プログラミング応用
情報科学
コンピュータシステム
情報工学
情報工学演習

兼担 教授 池末 純一
(64)

平成26年4月 燐数基礎
梢報基礎演習 長鐸 三・rig にt))

1台ト',こ7羊1月
{寿旨芸祭,,{言

;(魂をご【‐311言表会長辞任
‘りたさ“砧÷.幼気1;j;i(27)

蒼担 教授 供 鍔益
(弱)

平成28年1月 船体運動論
現代造船技術論 岸任

窄J{

・一;.迂

漣上 図に
(もの

f“;-I TJゥ
(ii)

;′,ベクキ1月

ムー7午1月

flitl至夏・rl

もJfで≦÷ゞ 1封‐i!;

鯛巴き≦をけさ芦なき7fr3月j三
嶋による担当者露草 (27)

黄担 教授 途上 国広
(67)

平成27年4月 糟洋開発工学 1
海洋弾奏工学n

莞撞 教授 Gaffneア
(6~)

平或28年き月 鎖械と国費化
「

兼担 敦授 竹田 扉久
(祭)

平成27年1月

越纂設計製岡 IA
建築設計製図 I B
建藁設計製図 1IA
迄鍵設計製図耳B

禁絶 教授 板山 正人
(65)

平成28年4月 医療膚隷 柱粗 g行き
れrき

キー…′t:(幸夫 (;!}
月G 教 (叢)

千1;疑 7年」;!
〒′＼:汀年 ijl

底考歯貝
口山幸詳言;こ1127年3jli諺鼓
によるん種,2を~-ぐ}′il
(27)

崇担 准教授 焚 良夫
(難)

平成26年4月

基礎数学
微分積分学 1
微分積分学u
微分積分学m
練形代数学 l
橡形代数学u
代数学A
代数学B

恭担 唯教授 加藤 貴
(43)

平成26年4月

力学1
力学D
熱力学
樟覇気学
懐按工学基礎実験

援護“ 教授 た感 賞
(41)

平床野牛 1月 早貢27年 1月教授昇格(27)

兼担 撰師 三田 淳司
(49)

平成26年4月

情報基臣
情報基礎演習
プログラミング基礎
プログラミング応用
情報と社会

▼

兼摂 猟師 蒋原 新一
(4の

平成26年4月 情報基礎
情報基礎演習

栽担 講師 佐蔭 雑記
(39)

平叙28年4月
制粥工学
針洞工学
メカトロニクス

兼任 講節 中村 昌彦
(SS)

平成28年4月 海洋開発工学n

差任 講師 登福 正史
{50)

平成29半4月 お焔設計論

兼任 き落飾 高 允宝
(e6)

平成27年4月

打者力学1
材料力学D
機械材料学
溶接工学
芋す粁強度琴

技任
鈴r壬

“"
武『

同日 去 ({S)

多[i 益男 ",2)
君好 崖之 (67)

早矛t27年 1月

lar127年リ1
li′庵27年 1月

すね÷カネ 1
"“力≠=
“f+海凌辱;
をミトミ"“?:
ii桂工学:

高允宝仏長享ド≧7":1月
透iaによる担当者衣夏
(27)

兼任 講らう 堵星 彰三
(62)

平成28年4月 トライポロジー

兼任 講師 井上 克明
(60)

;(威27年4月 摸械設計製図

兼任 i解5 藤本 孝文
(45)

平森28年4月 情報通信工学1
{吉塚通信工学口

禁t圧 講師 尾崎 謙一
(69)

平成28年4月 電気電子工学実験 1
電気電子工学実験 U

蓑任 講" 久芳 信二
(48)

平蜜29年4月 電気法数・電気施設管理

兼任 環酢 横田 賢一
(54)

平衆29年4月 特技法規

兼任 講Bう 松村 雅史
(55)

平虚27年4月 医用計だi工学
生体計測装置羊 ◆

兼任 講師 端傷 正固
(60)

平虚27年4月 システム工学

兼任 鍛師 水田 裾平
(66)

平成27年4月 臨床医学総論I
臨床医学稔韓n

禁,生 ≧与鎧 二日 ;号〒 (57)
、fr etをつげ零)

r;{‘てZ7半;il
lrfセ27年1月

鎧珠質マセーリ
臨時;葦手キdin

昨讐語りおきに行う担当
行目刀之夏 (Z7)

兼任 槌獅 大行 喜久雄
(71)

平廉27年4月 放射捧工学祭論 蓑す壬
幸rまず壬

さ経『 上谷 ≧孝 (き)
芥川 真 (テリ

;‘′鍵 7年1月
;賃27半ま月

貫きデモミヱザtirl
tr寺}弓 1ニアヨ‐芸

ホモ}官ク、な11;“‘,ト疑ら年1
1月れ"-きおきに{….う担当者
至要,Za ‐ぐ分譲(とり

兼任 鋸錘 中島 秀明
{60)

平森26年4月 造形デザイン
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兼任 諸姉 川端 費
{60)

平成27年4月 構造計画

兼任 講師 玉井 宏章
(53)

平成28fi4月 編纂弟造
縦嬉遊演習

兼任 i喜参与 中村 和利
(57)

平成2,S年1月 途震短工

糞任 き衰飾 槍尾 強
(53)

平成28年4月 建豪語針製図 SA
建裳設計製図 SB

兼任 講師 森 勝則
(58)

平成28年4月 途窯歓語製図 SA
途藁競針製図 SB

兼任 語鰭 佐 木々 信明
{56)

平成28年4月 建蔓設計製図 SA
建英設計製呂 SB rr

兼任 語酢 館山 弘祐
(5S)

平成28学4月 現代建鍵事情

資任 講師 d.争埼 浩樽
(38)

平威2S年4月 現代建築事情

兼任 諾鮪 三好 定和
(59)

平成28年1月 現代途議事糖

兼任 謁飾 行元 俊夫
(6t)

平成28年き月 達蔓法複- ・

<共通>

設置時の計画 変 更 状 況

賃 考任一
表
担- ・

聴名 氏名
(年齢)

就任予定年
月 担当援憂科目名

.

・
什

任
芸
担
呈

霧 名 氏名
(年齢)

就任予定年
月 担 当授 芙科 目名

兼担 教授 黛療 養
.(65)

平成2ら年4月

基屋敷学
積分積分学1
緯形代数学I
棒形代数学n
幾何学A
髪同学B

羨任 話鱒 厚漂 衰
(65)

平家26年4月

基礎【数字
襟分積分学 1
機形代数学 1
鋒形代数学n
技同学A
鴇同学B

秤源敦授受平叙26年3月逼編
により平成26年4月から
爺担‐・兼任となる.(26)

技担 教授 日富 明男
(54)

平成 26年4月 微分積分学1
微分積分学n

美担 畝授 携手 一彦
(51)

平成26年;月

大学生入門
ながさきを学ぶ
ことばと映像
近代日本文学
日本文化論
人文科学ゼミ 1
人文科学ゼミn
縫合問題ゼミ 1
接合問題ゼミ11

兼拒 教授 木村 偉
(5つ)

平成26年4月

大学生入門
=≠和を学ぶ
哲学
批判的思考法
人文荘学ゼミ 1
人文科学ゼミ11
総合間脂ゼミ I
総合間暖ゼミロ

H

国

美

熱

童疑 上面 観ン、Ei
(稀)

浄水 馬色
(うs)

平森27年 1月

雫斎27年1月

Li字

抗争;的麹.考広

、綿雪編frsjlぶり帰そ【1一三
選鱒による相当哲三:ゞ』
ロゾノギキ目;二つも、ては、担当
教員たけ尋当いろりで支障
-まない,(27)

熟担 教授 行田 義幸
(69)

平成26年4月 人間関係論

兼担 種教授こ 渋鑑 準一印
(40)

平成26年4月

票分積分学1
微分積分掌n
積分積分学m
ベクトル解析
力学 1
力学 n
熱力学
電磁気学

兼担 唯教授 芝野 由和
(")

平成26年4月

大学生入門
平和を学ぶ※
政治学基礎
現代政治
1雪鉛関係論
生会科学ゼミ 1
社会科学ゼミロ

…会合間嶋ゼミ 1
一念合間噛ゼミ11

任

円

r
お 厨鱈 芝針 由れ

版;〉

デモ凪 守
{37)

平内27fFIH

~七f4こげヂr王月

平和もこ′.…;
曇むか7きミミ
キ三代こただ;
【も幸壕と三島

社会チキテゼミI

芝打申す;ご信 i≧≧平目打年3
月選臼,i:より、約圭野寺1月
かられだ-- ナ..隼となる,
色-.つぎも目に‐ri~、て険、
拒口女 tlzliga、ふりで
支弾積ない,(27)

蒜担 唯教授 本永 勝也
(56)

平成26年4月

大‐拳生入門
平和を学ぶ
日本事倍鏡鋳
歴史学
近現代史
現代社会を考える
人文科学ゼミ 1
人文科学ゼミu
接合問題ゼミ 1
縫合問題ゼミ11

.
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蒸担 唯教授 漣谷 原一
(41)

平成26年4月

大学生入門
緯衰の科学
保裟体育実技A
保錠体育実技B

枝で毛 蝶" 闘 達三
(7の

後任そミきど

・;′ぼり半1月 像「g1‐青寒詣′＼

rぞキ;パテ:≠
{≠は体青雲流′＼

鎧ヤデロ ,‐一 "三?まけ幸二
3月jーユヒヒリ等デモ27午
リiZもみ…ココ音キメミ
「rrfミエパレデコ f{",き11.ゞず
;級も“ -.「」後任は系投げ
ギミ君津;:ヤキ:!;粉予定,
「ブ、テコ三人Fij iミ鍾当;({t
ズ号≧を、二・るめで支持は主

兼旭 准救援 上野 誠司
(SI)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語 18
基礎英語 1IA
基礎英騎 1IB
葵藷 IA
英資 IB
英語演習A

J▲.・

美担 種教授 山田 墓剛
(61)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語 IB
基礎英語 1IA
基礎英語 nB
美青 IA
蓑語 IB
英語 n
英語m
英霧演習B

恭担 櫨教授 小川 係博
(64}

平成26年4月

独語 1
独詩虹
基弓英語 18
基礎英語 11^
基尋英婚 1IB
英語 IA
英脂 18
英1吾m
大学生入門

表任 ′」,j‘i 【帯学
(65)

享直方羊 1月

~;↓]!
iaコ li
はむき美話 lu
羨みfITI

小川ギテ71 家役〒二27なさ
月;まL≦ヒヒリ〒,‘;?;テリー
からi奇襲・に住となる.
はの誓ifに・‐ノいて1て、F1ii
教員たi技ミにいるのでまず謡
はない,(27)

兼担 権教授 百餌 みち子
(65〉

平成26年4月 仏唇 1
仏語 n 禁圧 講師 百田 みち子

(65)
平癒26年4月 仏馬 1

仏縛ロ

百田宿教授学寮26年3月
退職に伴い平珠26年4月
から兼短→兼任となる,
(2 8)

教祖 餅能う 佐藤 隼一郎
(41)

平森26年4月

大学生入門
憲法 1
蓋法江
法学入門
現代社会と法
人文科学・ゼミ 1
人文科学ゼミロ
総合問題ゼミ 1
総合問題ゼミ1l

斧担 准敦
授 柴田 庁

(37)

平成25年 10
月

大学生入門
憲法 1
憲法日
法学入門
現代社会と法
人文科学ゼミ I
人文科学ゼミTI
総合問題ゼミ1
褐舎問題ゼミn

佐馨講師平成25年9jl退職
に伴い奥田准教授を後任
として平衆25年10月提用
(2 6)

兼担 矯飾 桑戸 孝子
(52)

平成26年4月

日本語 1^
日本語 1日
日本語 1IA
日本語 1IB
日本語頭
日本語n′
日本拷演習A
日本詩演習B

.

兼任 講師 藤井 光費
(70)

平成26年ぅ月 力学 1
力学 D

・

兼任 器自責 打田 嘉弘
(5S)

平成26年4月

禄形代数学 I
緯形代数学n
徽分方程式
フーリエ姿緑ラブラス変換

簸任 講師 鰍報 F長一
(39)

平成26年4月 捧影代数学 I
捧形代数学n

共任 講gう 丸11‘幸宏
(55)

平虞26年4月 樺形代数学 1
捺形代数学D

兼任 嶺慕う 越野 貴之
(39)

平服27年4月 陸率・統計 長径 !韓『 山口 " 々
(;う)

‐i学セだ善三リー
短;
貧ず↓

員 バドキ理ミラギー!jl
さも1月:奪う担当者

(27)

蓑住 講窮 山下 達也
(32)

平成26年4月 教育学
現代社会と教育

兼任 階窮 小,鳥居 仲介
(52)

平成26年4月 文化人類学 {3年に2度同
1動

救任 鱒師 国武 雅子
てき2)

平成26年4月 女性学 【3年に2度開講】

貧任 鷲話 前田 暦次郎
(43)

平成27年4月 経済学 【3年に2度鰯巽}

兼任 ぎ難ラ 閣 隆三
(69)

平成26年4月 保健体育実技A
保掩体育実技B

兼任 錯巨万 前門 些美子
(5S)

平成26年4月 保健体育実技A .

兼任 誘師 前川 智子
(66)

平成26年4月

基礎英語 IB
墓礎英語 1IB
莫語 IB
葵語 n

兼任 程会う 三綿 原子
(6の

平成26年4月

基礎英語 ]A
基礎英.語 1IA
英語 IA
英語 IB
英語m

煮任 講師 南川 真知子
(61)

平成26年4月

基礎英頚 IB
基礎英語 1IB
英語 18
葉書 n



兼任 講爵 波崎 大
(40)

平成26fF4月

基礎英語 IA
基礎英語耳A
基礎英語 1IB
ブ・青 IA
葵語汀

美佳 階罰 PascaI Ya「ak
Yakuzan
(59)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語 1IA
基礎英賛 nB
英そ語 IA
英語語 IB
美喜n

美佳 き芽巨う Danny ja襲s
LouvlerI3

{SS)

平森(26年;月

墓尋英語耳A
′コ詩 IA
葵会葬m
‐ュ会話N

禁圧 溝酢 糸山 景大
{70}

平虚29年1月 珪宗指導 1
稜妻指導D

兼任 講師 笹田 和子
(40)

平森26年4月

中国語 IA
中国語 IB
中国語汀A
中国語118

幾任 講読三 L8rryjUu Acosta
(3ら)

平成26年1月 英会話 1
葵会話n

幕担 教授 上国 値太郎
(65)

平成26年4月
教育学
現代社会と教育

教員免許大の種類増加に
よる彰霧穏健秋員の増員
(2 6)

IA

(注)・申請書の様式第3号(その2の1)に準じて作成して〈ださい。
なお, 当該設置に係る学部,学科等に所属しない教員であって,全学共通,学部共通などの授票科目を担当する教員組轍に

所属している梶合は, く00 学部 △△学科〉の箇所を「共通」とし,表を分fr(作成してください。
・ 後任が決まっていない場合には, 「後任未定」と記入してください。
・ 辞任者は「備考」に退職年月,氏名,理由を記入してください。

年齢は,「設置時聾敵国」には当騒学轟等の就任路にお‘たろ溝年胎を,J 賓更状況」には平成 27 年 5月 1日現在の叢生船・
を記入して〈ださい。
教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の堀合 (「新規採用」, 「担当授奨科目の変更」又は「昇格」をいう。) は,

夏更後の状況を記入するとともに,その理白,後任者が決まっていない場合は, 「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記
「担当授奨科目の変更」又は「昇格」をいう。) は,
は, 「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し,

及び今後の採用計国を「指考」に記入してください。
・認可で霞質された学部等の尊-任教員を蜜豆すーる場合は,当該専任教員がチ衰萎を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画
変更書」を提出し,大学設置・学校法人審議会による教員資格審査(AC教員審査)を受けてください。^C教員喜資を愛はずに専任
教員として授桑等を担当する≦-上座出来ま竺 .

・「専任教員採用等変更替(AC)」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「0年○月教員春査済」,変更号を提出予定
の場合は「0 年0月変更書提出予定」と記入してください。

「備考」に 「(教員審査省略)」及びその変更の理由,変更年度なお,設置認可審査時に教員審査省略となっている堀金は,
( ) 響き等のみを記入してください。
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(2)専任教員数
設 置 時 の 計 画 変 更 状 況 年齢構成 年齢構成[前年度の状況]

教 授准教授講 師 助 教 計 教 授准教授 講 師 助 教 計
定年規定の
定
める定年-年-

定年を延長
している教員
拶も

定年規定の
定
める定年年

定年を延長
している教員
勘

11 10 2 2 25
(3) (4) (2) (1) (lo)

12 5 2 2 21
[ム1][ △5][0] [0][ △4] 6 3歳 3名 63 歳 4名

(注)・「設置時の計画」には,設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに,( )内に開設時の状況を記入し,
「変更状況」には,平成 27←年 5月 1日現在 (就任予定の者を含む)の状況を記入するとともに,[ ]内に設置時の討

との増減数を記入してください。 (記入例 :1 名減の場合 ;△ 1)
・「年齢構成」には,当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢 (特例等による定年年齢ではありません),
および,平成 26 年 5月 1日現在,定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されてい
教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
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(3) 専任教員辞任等の理由

番 号 職 位 専任教員氏名 辞任 (就任辞退を含む)等の理由

教授 伴丈 正志 本人の都合によるもの (27)

2 教授 池田 雅博 定年退総後の延長期間満了 (27)

3 准教授 仲尾 晋一郎 他大学への割愛による退京 (27)

4 准教授 谷野 忠和 他大学への割愛による退扇 (27)

5 准教授 伊東山 副 本人の都合によるもの (27)

(注) 専任教員の辞任等の理由について,可能な限り具体的に記入してください。
昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合,赤字にて記入するとともに,
を含む)等の理由」に辞任理由等および ()書きで報告年度を記入してください。

(4) 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「辞任 (就任辞退

(注) ・ 上記 (3) の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

と判断している。しかしながら講義への影響を最小限にするための対応として新規で4名を採用すると共に他の教員が持
ちコマ数を増やすなど、最大限の対応をした。これらにより、開講予定の科目についても予定通り開講できたので学生の
受講に対し影響が出るような事態は避けることができた。

・学生へは、4月に行われる各学科のオリエンテーション全学年の学生に直接伝えると共に掲示をして周知を行った。
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6 留意事項等に対する履行状況等

区 分 留 意 事 項 等 履 行 状 況 未履行事項について
の実施計画

設 置 時

(26年4月)

該当なし 留意事項

r

′

.

定年規程に定める退職年
齢を超える専任教員数の
割合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を踏
まえた適切な運用に努め
るとともに、教員組織編
制の将来構想について検
討すること。

改善意見

平成29年度改組完成年度に向
けて、教員組織編制の将来構
想をすでに策定しており、こ
れに基づき、定年を超える教
員の若返りを図っている。す
なわち、平成26年5月 1日現在
の工学部教員の平均年齢は
53.97歳であるが、定年 (63
歳)を超える教員5名の年度
末退職とそれに伴う2名の若手
教員の採用により、成27年4月
1日現在で教員の平均年齢が
53.07歳となり、定年を超える
専任教員の割合を低下させて
おり、改善進行中である。
なお、定年退職した者は、定
年を超える雇用に関する規程
に基づき、65歳まで継続雇用
することとしている。

平成27年度5月1日付で医療工
学コースに若手教員を採用し
た。他のコースも改組の年次
計画に従って、定年を超える
専任教員数の割合を低下させ
若手教員を採用し改善につと
める。

設置計画履行状況

調 査 時
(□□年□□月)

◆
.

設置計画履行状況
調 査 時

(◎◎年◎◎月)

○○意見

00 意見

(注) ・ 「設置時」には, 当該大学等の設置時に付された留意事項 (学校法人の寄附臨i為又は寄班弦行為変更

の認可の申請に係る留意事項を除くQ‐) と, それに対する履行状況等について, 具体的に記入し,

雛萱年度を ( )書きで付記してください。

「設置計画履行状況調査時」には, 当該設置計画履行状況調査の結果,付された意見に対する

履行状況等について,具体的に記入するとともに, その履行状況等を裏付ける資料があれば,添付

してください。

・ 定員管理に係る留意事項への履行状況は,1旨楠を受けた学科等についてのみ記入してください。

. 該当がない場合には, 「該当なしJ と記入してください。
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7 その他全般的事項

<工学部 工学科>

(「) 設置計画変更事項等

設 置 時 の 計,画 1 変更内容 ,状況,今後の見通しなど

. l
特になし

1
1~6 の項目に記入した事項以外で,設置時の計画より変更のあったもの (末天池を含、。)

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し, それ以外の事柄については

適宜項目を設けてください。 (記入例参照)

(2) 教員の資質の維持向上の方策 (FD 活動含む)

こ
,

。

(記入例参照)

実施体制
a 委員会の設置状況

・教務専門委員会

b 委員会の開催状況 (教員の参加状況含む)
・原則として毎月1回 (除く8月)開催、各コースから1名 (計 8名)
情報科学センター運営委員会から1名、教務部長、教務課長で構成

c 委員会の審議事項等
・教務関係全般の事項
‘授業評価アンケートの実施につし＼てまたその結果の分析について
・授業評価アンケートの質問項目の検討について
・FD 研修会の実施内容について(教務関係)
・研究授業参観について

実施状況

実施内容

・授業評価アンケート年 2回 (前期、後期各 1回)

・FD 研修会年 5,6 回 (うち教務に関する内容3回)

・研究授業参観年 1回

b 実施方法

、共通教育から3名、教職課程から1名

・授業評価アンケート (選択方式. 自由記述含む)結果を報告書として冊子体にまとめている。
・FD 研惨会 (スクール方式、質具応答有)
・研究授業参観は各コースより対象とする科目を抽出してもらい参観希望者を募り実施するo
実施後は各自に報告書を提出させる。

開催状況 (教員の参加状況含む)

・授業評価アンケートは専任教員全員及び非常勤講師全員の科目で実施する。
・FD 研修会は平成 2 6年度は 9回実施 (うち教務関係‐5回) し、出席者の平均は33 名だった。

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
・授業評価アンケートは結果を報告書としてまとめ、学生にも閲覧できるようにしている。また、
学生からの評価の低い項目については改善点の報告を求めている。

・FD 研修会では指導方法の研修だけではなく、全学的に一致した認識が必要なもの、例えば、
発達障害に関する情報や教育にかかわる法令の改正内容についての勉強会等も行い、授業改善
への取り組みの参考にするべく開催している。

学生に対する授業評価アンケートの実施状況

a 実施の有無及び実施時期

・年 2回実施 (前期、後期各 1回)

b 教員や学生への公開状況,方法等

・報告書を作成し、教員全員に配布。各コースの事務室に配布し学生が自由に閲覧できるようにしている。
」 に‘- ,

「②実施状況」には,実施されている取組を全て記載すること。
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(3) 自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

別紙通り

自己点検・評価報告書

a 公表 (予定)時期

・「自己点検評価書」という冊子を刊行し、学内に配布済。

・大学ホームページ上に公開済

認証評価を受ける計画

・平成 26 年度に評価機関 (公益財団法人日本高等教育評価機構)の認証評価を受審し、平成 27 年 3月 10 日付
で認定証を受け取った。

(注) ・ 設置時の計画の変更 (又は未実施)の有無に関わらず記入して〈ださい。

また, 「① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については,できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

‐ なお, 「② 自己点検・評価報告書」については,当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

(4) 情報公表に関する事項

○ 設置計画履行状況報告書

a ホームページに公表の有無 ‐ ( ◎ . 無

.b 公表時期 (未公表の場合は予定時期) ( 27 年 6月 1日
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設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

工学部工学科 (船舶工学コース・機械工学コース・建築学コース・電気電子工学コース・

医療工学コース) は、平成 27年度で開設 2年目を迎えた。

入学状況について、志願者数は前年度より若干増加したにもかかわらず入学者数は、10

名の減少であった。その結果定員充足率も 7 ポイント程下げることになった。これについ

ては様々な要因が考えられるが、専門をきわめ、他分野も広く学べるというコース制のメリ

ットなどを十分受験生に伝えられなかったことが最大の原因と考えられるため、高校訪問

や高校生向けの講演会等で更なる周知に努める必要がある。

授業科目については、設置年度である平成 2 6年度の 1年次に設置されている共通科目、

専門科目は全て計画どおり開講された。特に前期では「工学フォーラム」「船舶海洋工学入

門」を開講し新入生に対する各コースにおける分野の導入教育と、関係する企業等を訪問す

る研修旅行を実施し、それぞれに対応する業種への関心を深めるとともに、教員と学生、学

生相互の親睦コミュニケーションを深め、今後の大学生活を送る上で効果を得られている。

また、後期では、設置の趣旨にも述べている横断的・総合的視点に立ったアプローチがで

きる資質を養成するために「工学概論」では、各コースの教員がオムニバス形式でそれぞれ

の分野の状況や特徴を講義することにより、工学分野全体に対して広い視野を持つ人材育

成のための導入教育を行った。

教員については想定していた定年退職以外の専任教員の割愛や退職が4名ありその対応

に苦慮したところではあったが、これについては新規の採用と他の専任教員による科目の

分担により平成 27年度の未開講科目を避ける事ができた。後任が未定の科目についても平

成 27年度中に決定し、当初の予定どおりに授業計画を進めていく。教員の年齢構成につい

ては定年後の教員の割合を人事計画に従って実施し、若返りを図っている。

2年目が始まったばかりで、授業もこれから本格的に専門分野に入っていくという段階

であるため、成果が形となって現れてはいないが、授業計画は予定どおり履行されており、

今後も計画に沿って進めて行く。完成年度までに成果が得られるよう取り組んで行きたい。

当面の最大の課題は、入学定員の充足であり、これに向けて本学の全ステークホルダーに

対し教職員が一丸となって募集・広報活動を展開していかなければならない。

29


